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JICA⻘年��協⼒�として
マダガスカルのアンブイマナンブラで活動中

⼤��薬株式��より現���

（2021-3��/コミュニティ開発） 

 

   7⽉に開�した現状を��するための�⽣��のアンケート。なかなか
予��り⾏かず時間がかかりましたが、やっとお���のデータをまとめ

るところまで�わりました。

 �に衝�的だったことは3つ。お�によって�品の保�期間が���う
こと（⽣⾁を常温で7⽇間まで保�しているところも）。冷�保�が�来
るお�は24��中たったの2��しかなかったこと。�は7�が�⼝��の
川の�や井戸�を使⽤していること。

 �は�果を受けて、���の�員と現�的に�現できる�品��マニュ

アルを作成し、���を開こうという�しになっています。

��問の��地域でできること�し
 

 8⽉〜9⽉は⾃宅から徒�1時間半くらいの�離のAmbohimahatsijoとい
う地域に�4回の�度で�っていました。とても�しい��で�回��し
た時にはくたくたです。体⼒がかなりついた気がします。笑

 ⼀回⽬の�問では⽇��への�戒や、⽣活��の�り�みがうまく��

できず、「あなたになにがわかるの�なにができるの�」と�り�し�わ

れ「�当にそうだよな、どうしよう」という気持ちでいっぱいでしたが、

ただただ何回も�って、�のこと・⽣活��のこと・⽇常のこと�んなお

�をして�しずつ仲良くなり打ち�けていくうちに、ぽろっとこぼして下

さった�みや愚�のなかで、お⼿�いできそうなことを⾒つけることがで

き、⼀�に�決しようと⽣活��を受け�れてもらうことが�来ました。

そこで、�良かまど・泥�・料理（おしるこ）を��しました。

 ⽣活��の活動がどんどん�んでいる�ではないですが、活動�々�前

に、��の�と打ち�けること・��を�き�すことが�当に⼤切なんだ

と�ぶことが�来た期間でした。

 �理に�めることなく、�回と同じようにゆっくりとちょっとずつ、他

5つの��地域も⽣活��の�り�みを�げていけたらいいなと思いま
す。

�⽣��のアンケート�査 
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�料理が�味しいマダガスカル

種�も��しています 



Misaotra
マダガスカル�で『ありがとう』です

��の気持ちを�えること

万国共�で�当に⼤事だなと思います
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GROUPE DE TRAVAIL 
SUR LE DÉVELOPPEMENT
COMMUNAUTAIRE  

 任地Ambohimanambolaでコミュニティ開発�科�が��されました。
コミュニティ開発の�員は主に「地域��が�む⽣活��や��向上、

地域活性�への��」を⽬的として活動しています。 

 �回の�科�では「�良かまど・泥�」作りを��。マダガスカルの

��地域では、ガス・電気の��率が⼤��く、⽇々昔ながらのかまど

に�を�こし�理し⽣活しています。「�良かまど・泥�」は�理の�

の負担を�し軽減でき、��的にも��・��にもやさしい�り�み。

 各�員の任地で�率的に��するため、先��員から作り�や��点

を�び、その他活動��の�み相�・�⾒��を⾏いました。

�良かまど  FATANA 
 煙の減�、�料消�量の削減、�理時間の削減、と��にも��にも

優しく利点が�い�良かまど。材料は「粘⼟・�⼟・�・�・�」とお

金をかけずに�の回りのもので作ることができます。先��員のお�だ

と、⼀�上⼿く�来たかまどは�15�でお⽶が�けたそうです。

泥�  SARIBAO
   泥�とは、�理の�に使⽤する⽊�に�って代わる�料で、⽊�よりも
耐久性・持�⼒があります。買うととても�いそうで、⾃�で作れるこ

とを知るといつもとても喜ばれます。�回は�しい材料（キャッサバ

粉・⽶�）も�えつつ、4種�を�作。各⾃持ち�り、�回どれが⼀�良
かったか�⾒��を⾏います�

8/13  コミュニティ開発 �科� 

貴重な��をありがとうございました� 

 

この⽇を�しみに⽇��を覚えたり沢�の材料��をして下さった��のみなさん


